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令和３年第２回定例会 一般質問

　近年の豪雨被害で多くの方が逃げ遅れたことを教訓に、
市内の高齢者施設や保育所等における避難計画作成の
支援強化を求めました。6月1日現在、高齢者施設や保育
園等での避難計画を市に提出している事業者が全体の
約半数に満たない実態を指摘。未提出事業者への支援
強化を求めました。担当局長から「施設利用者の避難が
適切に行われるよう取り組む。」との答弁があり支援が強化
されることになりました。

　東日本大震災から10年。当時、市内各所で停電により信号機が点灯
せず、渋滞が長引きました。手信号で児童生徒の帰宅を支援した経験か
ら停電時でも点灯する「災害時対応信号機」の増設を神奈川県に求めて
いくよう要望しました。現在、中原区内には、東京丸子横浜線の丸子橋
交番前、丸子橋、市ノ坪、関東労災病院前、木月4 丁目の5 箇所の交差
点に整備されていることが明らかになりましたが、府中街道や尻手黒川
道路など、川崎市を縦断する道路への整備の必要性を訴えました。

尻手黒川道路や府中街道に災害時対応信号機の増設を！停電対策

避難計画作成へ事業者支援を！豪雨対策

　民営化を伴う等々力緑地再編整備については、
これまで緑地へのアクセス向上、園内移動の安全
性・利便性の向上、飲食店の充実、バスケットボール
やスケートボード、ドッグラン導入など幅広い世代に
愛されるエリアを目指すよう提言してきました。これら
の内容も新たな計画案では、今後検討されることが
示されています。

等々力緑地再編整備

　JR南武線立体交差事業は新工法の検討
が進められることになりました。市は「仮線高
架工法にとらわれず、構造工法などを含めて
見直しを検討→都市計画道路（矢向鹿島田
線）の都市計画変更や鉄道の位置等を変更
することで別線高架工法の採用が可能か
検討を行うとしています。

●仮線高架工法に比べ仮線が不要となり、
事業費の縮減や事業期間の短縮、開かず
の踏切の早期解消が図られる

●これまでに市民説明会や用地測量で説明
を行ってきた仮線高架工法と鉄道の位置
が変更となる
●鹿島田駅のペデストリアンデッキが支障となる
　⇒新たに生じる課題を整理し、対策の検
討を行う

JR南武線立体交差事業
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現時点における将来的な公園のイメージ

令和元年東日本台風で被災した市内特養老人ホームの状況。計画通り利用者は事前に避難できた。
別線高架工法のメリット

別線高架工法のデメリット

大規模投資的事業 「より良い見直し」提案→前進へ！　
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